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神戸高校へようこそ！ 



スプライトの観測状況 

年度別の観測回数 
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研究の目的 

•スプライトと雷(フラッシュ)の発生時の気象条件の
関係の調査 

 

•スプライトの形態と気象条件の関係の調査 
 

• Blitzortungのデータとフランクリンジャパンのデータの比較 

 

 

 

 



気象条件比較方法 

www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/upper/index.php 

輪島 

相対湿度が100%に近いデータをとる 
  雷雲が発生してると考えられるため 



スプライト発生時と雷(フラッシュ)発生時の 
ジオポテンシャル高度の比較 

雷発生時 
スプライト発生時 
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平均値 (ｍ） 
雷     1883  
スプライト 1749  



スプライト発生時と雷(フラッシュ)発生時の
風速の比較 

雷発生時 
スプライト発生時 
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風速(m/s) 

2016年1月～2018年12月本校データ 

平均値 (m/s)  
雷     12.7  
スプライト 14.2 



スプライト発生時と雷(フラッシュ)発生時の
気温の比較 

雷発生時 
スプライト発生時 
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気温(℃) 

平均値 (℃) 
雷     3.1  
スプライト -4.25 



考察 

ジオポテンシャル高度：スプライト発生時の方が低い 
     雷雲の高度が条件かもしれない       
 
 
気温：スプライト発生時の方が気温が低い 
     冬の気候の方がスプライトが発生しやすいため 
 
風速：特徴的な違いは見られなかった 
 



形態の定義 
• カラム…発光が直線的で視認の限り分岐がないもの 

• カラムクリオネ…視認して分岐があいまいなもの 

• カラム分岐…視認して複数本の分岐が認められるもの 

• カラム箒…複数の分岐があり、上部に広がるもの 

• キャロット…キャロット状に発光するもの 

• キャロット&カラム…上記のカラム、キャロット混在するもの 

 

分類不能…視界不良などで上記の特徴が認められなかったもの 



形態の定義 

• カラム…発光が直線的で視認
の限り分岐がないもの 

 

• カラムクリオネ…視認して分
岐があいまいなもの 

 



• カラム分岐…視認して複数本
の分岐が認められるもの 

• カラム箒…複数の分岐があ
り、上部に広がるもの 

 



• キャロット…キャロット状に
発光するもの 

 

• キャロット&カラム…カラム、
キャロット混在するもの 

 



分類不能…視界不良などで特徴が認めら
れなかったもの 



形態別のスプライト発生日時 
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月別、形態別のスプライト発生数と割合 
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考察 

• 冬にはキャロット型は全体に対する発生の割合が低い 

 

• イベント数が冬に比べ圧倒的に少ない夏にはキャロット型の全
体に対する発生の割合が高い 

 

•⇒夏はキャロット、冬にはカラムが発生 
しやすい条件があるのではないか 



スプライトの形態別の風速の比較 

カラムスプライト発生時 
キャロットスプライト発生時 
両方とも発生 
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スプライトの形態別の気温の比較 
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考察 

気温：キャロットスプライトは比較的気温が高い日にも発生する 
 
風速：特徴的な違いは見られなかった 



今後の展望 

・カメラを２台設置しての観測 
   
 晴れているかを調べるため 
 1台はタイムインターバル(10分おき)を設定 

  さらに精度の高い、気象条件比較を行う 
  雷が発生した時にどのくらいの確率でスプライトが発生するのかを調査 

 
・さらに過去のデータをグラフ化 
 
 
 
 



Blitzortungのデータとフランクリンジャパンのデータの比較 

●スプライト      

●スプライトの中心（東経と北緯の平均） 

 

●雷(フランクリンジャパンのデータ) 

●雷(ブリッツデータ) 



2台目設置からの報告 

これまで使っていたカメラでは観測されていないスプライトが出てしまった 


